第37回　施設処遇検討会議　議事録

H21.2.2　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・上平ユリ子・馬渡道伸・三浦理見

小笠原嘉紀・出貝梢・中村文洋・向奈津美

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部Ｓ.Ｇ.Ｍ・清水Ｓ.Ｇ.Ｍ・小坂和子・)
記　録：向　奈津美

議題

１：中村　与一郎様（青風荘入所者様）の処遇について

２：駒木　学様（青明舎利用者様）の処遇について

３：繁名　和恵様（青山荘入所者様）の処遇について

１：中村　与一郎様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし 

＜問題点＞

①現在の目標の達成（生活リズム・日課の定着）と次回課題についての意識付け

介入方法

· 定期的な面談を実施し、次の課題について本人と生活を振り返り、必要性について認識して取り組めるよう支援する。これまでのように短期間での実施・評価を行う。

②継続して物事に取り組む事ができない。
介入方法

· 不調の訴えがあった場合には本人の話を傾聴した上で、不調の原因について本人と話し合いを行っていく。

· 本人だけでは継続が難しい場合にはスタッフと一緒に取り組んでいく。

＜評価＞

　今回のケアプランについて、「問題点や介入方法等を具体化していく必要がある」という意見がでている。そこで、青風荘を退所するために何を必要としているのか、何を身に付けなければならないのか等経過の変化を捉え、問題点を具体化したうえで、次回再度検討することとしている。
2：駒木　学様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

＜支援内容＞

①対人関係について（デイケア利用）

· 関係機関と連携をはかり、問題が発生したらその都度対応を行う。

· 青明舎訪問時・本人が青明舎に来所した際に話しを聞き、アドバイスを行う。

· 関係機関との情報共有また、情報交換を行い、本人の状態の把握を行い、必要に応じて主治医へ報告を行う。

②生活リズムの安定
· 生活面の相談相手として、青明舎で訪問し、本人の話を聞き不安を軽減する。

· 訪問の際に本人と1週間の目標を立て、次回の訪問の際に振り返りを行う。

· 本人の状態が変化した場合には、関係機関へ本人の近況等について情報提供を行い、主治医へ報告する。

＜評価＞

　支援計画を基に、デイケア利用や対人関係について支援を継続していく。また、ダイエット等の支援にも繋げていけるよう、関係機関との情報交換や連携を図っていく。

　デイケアでは、特定の女性メンバーとの関わりの中で他メンバーとトラブルになったり、デイケアでういた存在となったりする可能性もあるので、本人の話を聞きながら支援していく。

3：繁名　和恵様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点＞

①生活リズムの調整（起床、部屋の掃除・温度調節）

介入方法

· 朝食後、本人は自室で休み、そのまま二度寝をしてデイケアに遅れることがある。このことから、起床後は、休憩を娯楽室で取るようにする。

· 起床後は、軽めの体操を行うなど、睡眠状態からの覚醒が出来やすいよう支援する。

· 体温調節について、本人の自室温度の調整・衣類の調整について声掛けを行う。

· 室内の掃除については、性別を配慮して、女性スタッフが本人の自室の掃除について支援を行っていく。

②デイケア

介入方法

· 今後もデイケアに継続して通所することを考えると、本人はそのことが区数に思えてくると考えられる。このことから、本人の体調の安定を図る為にも、デイケアへ通わない日を設定し、その日は荘内で掃除・選択・食事当番で盛り付けを行ってもらうなど、１人暮らしで行う仕事の習慣づけを図っていく。

· デイケアには月曜日と木曜日に欠席・遅刻・早退を行う事が多い。今後のデイケア継続利用を考え、上記の曜日をデイケアを休み体調を整える日にするなど、本人との話し合いを行い決めていく。

③食事

· 平日は、給食を頼むことで食事の偏りを抑える。

· 土曜日・日曜日は、料理に関しての本人の楽しみを残す為にも自炊を行う事とし、本人が料理を楽しめる機会を設けることとする。

＜評価＞

退所後は、パンションを検討しているが、パンションの職員には繁名様の詳細情報は伝えていない。そのため、今後パンションの職員に事前に情報提供していく必要がある。本人が不調の際、どのように対応するのか、自分で行動できるように支援をしていく。また、退所まで2ヶ月となっているため、本人のサポート体制も整え関係機関で連携を図っていく。

　

　






